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Amaranthus powellii S. Watson （英語名： Powell’s amaranth,  
 redroot, smooth pigweed, 他）。　ヒユ科　ヒユ属
　日本で見られる 15 種ほどのヒユ属植物の多くは畑作など
での厄介な帰化雑草である。これらの植物では花が小さく，
地味であることから判別しにくい群であるが，同定の情報が
整理されて（勝山 1998）以降，それまで目立たなかったイ
ガホビユがホソアオゲイトウ（A. hybridus）やアオゲイトウ（A. 
retoroflexus）などから正確に識別されるようになった。その
結果，「ウチにあるのはイガホビエの方」との認識（石川・
臼木 2012）が増えつつあるので，お近くのダイズ畑などの
ヒユ属雑草も見直してはいかがでしょう（図 -1）。

■分布
　アメリカ合衆国南西部からメキシコにかけての地域の原産
で，カナダを含む北アメリカ，ヨーロッパやオセアニアに帰
化して農耕地の雑草になっている（eFloras 2008; Randall 
2002）。日本では，1968 年に静岡県清水市で採集された標
本が A. powellii と同定されて「イガホビユ」の和名が付され
た（杉本 1969）。勝山（1998）は，「1937 年に原寛がホナ
ガアオゲイトウ： A. hybridus と記載した植物に同定されたも
のの一部は A. powellii で，現在では A. hybridus の学名はホソ
アオゲイトウに該当する。」と整理した。イガホビユは帰化
植物としてほぼ全国に分布するとされる。

■形態と見分けるポイント
　刺のない茎が直立して高さ 1m 以上に育ち，完全花からな
る花穂を着ける（雌雄異株ではない）などの点で類似するア
オゲイトウおよびホソアオゲイトウとは以下の検索表（勝山 
1998）でイガホビユを識別できる。
 A:  花被片は胞果よりも著しく長く，上部が幅広いさじ形

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・アオゲイトウ
　 A:  花被片は胞果と同長またはやや短く，さじ形ではない・・・・B
　 B:  葉は菱形で上面は濃緑色，下面は緑白色，花序はあまり枝

を分けず，ほとんど無毛，小苞は花被の 2 倍長，種子は直径
1.1mm・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・イガホビユ

　 B:  葉は卵形で両面ともに緑色，花序は斜上する多くの枝を分け，
有毛，小苞は花被の 1.5 倍長，種子は直径 0.9 ～ 1mm
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ホソアオゲイトウ

　ごく類似するホソアオゲイトウとの識別には，花序の出現
後に小花や小苞の確認を要するが，慣れれば茎葉の毛の状態
でもわかる（図 -2）。「・・花序の苞は先が針のように鋭く，
触れると刺す感がある（筆者注：乾燥標本であろう）。・・穂
の苞をクリのイガになぞらえて，イガホビユと名づける。（杉
本 1969）」とあるように，花穂に特徴がある。

■雑草としての情報
　石川・臼木（2012）は，北海道で畑作の問題雑草とされ
てきたヒユ類であるイヌビユとアオビユに対して，北海道農
業研究センター芽室拠点（河西郡芽室町）に発生する種をイ
ガホビユと同定した。イガホビユは，アオゲイトウやホソア
オゲイトウより早く開花し，また，6 月 18 日に出芽した個
体は無施肥で約 15,500 の種子を生産し，種子量はダイズ，
バレイショ用肥料の施用で増加し，テンサイ用肥料では約
192,500 に達した（石川・臼木 2012）。
　2017 年に日植調協会により実施された「畑作・草地飼料

作除草剤・生育調節剤の適用性試験」では，イガホビユは北
海道（北見）と新潟県で出現した。他のヒユ属雑草としては，
ホソアオゲイトウ： 山形県，宮城県，兵庫県，福岡県，ア
オゲイトウ： 北海道（長沼），アオビユ（ホナガイヌビユ）： 
北海道（十勝），兵庫県，沖縄県，イヌビユ： 宮城県，長野県，
兵庫県，ハリビユ： 鹿児島県，が試験圃場で記録された。

「一般に認識されていないために，報告は少ないが，神奈川
県ではアオゲイトウよりも多くみられる。（勝山 1998）」と
指摘されてから，各地で確認され始めた。

■防除に関する情報
　北海道の畑輪作体系でイガホビユを総合的に防除するた
めに，土壌処理除草剤として同時処理を含むダイズ用 3 種，
バレイショ用 5 種および茎葉処理剤としてダイズ用 2 種，
同時処理を含むテンサイ用 5 種，コムギ用 3 種の除草効果
が調べられ，効果の高い剤が選定された（石川ら　2014）。
機械除草や生態的防除手段と合わせて，本種の総合的防除法
の確立が取り組まれている。
　上記のように，植調協会の新除草剤適用性試験で「イガホ
ビユ」を対象雑草とした試験成績が蓄積されれば，防除に関
する情報が豊富になる。複数の種が含まれる畑作のヒユ属雑
草の中で，イガホビユを正確に認識して，雑草制御技術の精
度向上につなげることが期待される。
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ホソアオゲイトウやアオゲイトウに紛れて増加？

イガホビユ
図 -2　‌イガホビユとホソ
‌ アオゲイトウの形態
1：開花期の全形，
2：花穂の一部，3：茎の一部
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図 -1　‌‌‌成熟期のダイズ圃場に
残存するイガホビユ

(2012年，秋田県三種町 )
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　マメ科ソラマメ属のつる性一年生～越年生草本。「エンドウ」

と名がつくが「エンドウ属」ではなく「ソラマメ属」。本州以

南の非灌漑期の水田，畑地，畦，道端，野原など日当たりのい

い場所にごく普通。茎は方形で葉は偶数羽状複葉。葉の先端は

3本の巻きひげとなり近くのものに巻き付き高さ 150cmに達

することも。

　わが国には麦作と一緒に伝わったとされ，今の我々と同じよ

うに弥生人や万葉人にも身近な植物であったはずである。しか

しながら，万葉集に「豆」を詠った歌は 1首だけ。

　　道の辺
へ

の茨
うまら

のうれに延
は

ほ豆の

　　　　　からまる君
きみ

をはかれか行かむ　( 巻 20)

　防人として上総の国へ赴く丈
はせつかべのとり

部鳥が妻との別れを惜しんで詠

んだ歌である。道端の野茨に絡まる烏野豌豆。その絡まる烏野

豌豆のつるを一つずつ外すように君の絡んだ指を振りほどきな

がら，私は防人として出かけなければいけないのだよ，と詠う。

万葉の時代から道端なんかで普通であった。

　もう一つ。「豆」ではないが「万葉集」の山部赤人の春の歌，

　　春の野にすみれ摘みにと来しわれぞ

　　　　野をなつかしみ一夜寝にける（巻 8）

を本歌にして，

　　すみれ摘む懐かしき野に一人寝る

　　　　夜の向こうに烏野豌豆（須賀乃山）

　「烏野豌豆」は春の季語である。しかしながら，カラスノエ

ンドウを詠んだ句はほとんど見つからない。そんな中で，

　子供よくきてからすのゑんどうある草地（川島彷徨子）

　子等帰るからすのゑんどう吹きながら　（照れまん）

　道端や野原など，どこででも目につくカラスノエンドウであ

るが，神々の住む「不思議の世界」でも普通であったようである。

こんな場面があった。2001 年に封切られたスタジオジブリ制

作の「千と千尋の神隠し」。その中盤，豚にされた父親と母親

を救うため「お湯屋」で働く「千」こと千尋であるが，次第に

父母を救うことを忘れかけてきた。そのとき，「ハク」が「千」

に「元気が出るようにまじないをかけて作った」というおにぎ

りを渡す。そのおにぎりを食べながら「千」は号泣するのだが，

その「千」と「ハク」のシーンでは，彼らの後ろに一面のカラ

スノエンドウが描かれていた。

　神々の「不思議の世界」は，一年中花が咲き乱れる世界であり，

「ツバキ」も「ツツジ」も「シャクナゲ」も一緒に咲いている

ような世界であるが，「千」と「ハク」のこのシーン，このシー

ンこそ「千と千尋の神隠し」の中の名シーンの一つだと思うの

だが，そのシーンにどこにでも見られるカラスノエンドウが描

かれていた，というのが印象的ではあった。

　余談ながら，野豌豆には烏と雀があるが，その間の「カスマ」

というものもある。「からす」と「すずめ」の「間
ま

」というこ

とで「かすま」と名付けられたらしいが，名付けるのなら「か

すま」「ぐさ」ではなく「かすま」「野豌豆」と名付けてもらっ

ていたらと思うのは私だけだろうか。
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